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仮想マシンの要件
Cisco IOS XRv 9000ルータは、仮想マシンでのみ実行されます。ここでは、ルータの仮想マシ
ンの要件について説明します。

仮想マシン

仮想マシン（VM）は、オペレーティングシステム（OS）またはプログラムをインストールお
よび実行できるコンピューティング環境のソフトウェア実装です。VMは通常、物理コンピュー
ティング環境をエミュレートしますが、CPU、メモリ、ハードディスク、ネットワーク、およ
びその他のハードウェアリソースが必要です。これらは仮想化層によって管理され、仮想化層

がこれらのリソースに対する要求を基盤となる物理ハードウェアへの要求に変換します。

VMを展開するために、Open Virtualization Archive（OVA）ファイルを使用できます。OVA
ファイルは、新しいVMのパラメータとリソース割り当て要件の詳細定義を提供することによ
り、VMの展開プロセスを合理化します。

OVAファイルは記述子（.ovf）ファイル、ストレージ（.vmdk）ファイル、およびマニフェス
ト（.mf）ファイルで構成されます。

• ovfファイル：記述子ファイル、つまり、パッケージに関するすべてのメタデータで構成
された、拡張子 .ovfの xmlファイル。これは、すべての製品の詳細、仮想ハードウェア要
件、およびライセンスをエンコードします。
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• vmdkファイル：VMから 1つの仮想ディスクをエンコードするファイル形式。

• mfファイル：パッケージング時に生成されるSHAキーを保存するオプションファイル。

.isoファイルを使用して Cisco IOS XRv 9000ルータをインストールし、ハイパーバイザに手動
で VMを作成することもできます。

ハイパーバイザのサポート

ハイパーバイザは、単一のハードウェアホストマシンを複数のオペレーティングシステムで

共有できるようにします。各オペレーティングシステムはホストのプロセッサ、メモリ、およ

びその他のリソースを専有するように見えますが、ハイパーバイザは、実際にはオペレーティ

ングシステムで必要なリソースのみを制御して割り当て、オペレーティングシステム（VM）
が相互に干渉しないことを保証します。

Cisco IOS XRv 9000ルータのインストールは、選択した Type 1（ネイティブ、ベアメタル）ハ
イパーバイザ上でサポートされます。インストールはVMware Fusion、VMware Player、Virtual
Boxなどの Type 2（ホスト型）ハイパーバイザではサポートされていません。次の表に、最新
の Cisco IOS XRソフトウェアリリースでサポートされるハイパーバイザのバージョンを示し
ます。

表 1 :ハイパーバイザバージョンのサポートマトリックス

カーネルベース仮想マシン

（KVM）
VMWare ESXiCisco IOS XRのバージョン

次のものに基づいた Linux
KVM

• Red Hat Enterprise Linux
7.1、7.2、7.3、7.4

• Ubuntu 14.04.03 LTS

• Ubuntu 16.04 LTS

• CentOS7、7.1、7.2、7.3、
7.4

• Openstack 10

バージョン 6.7以降リリース 7.3.1

ハイパーバイザで使用できる機能はタイプによって異なります。特定のバージョンでは、一部

のハイパーバイザ機能がサポートされないことがあります。リストされているハイパーバイザ

バージョンは、Cisco IOS XRv 9000ルータで正式にテストされたサポート対象のバージョンで
す。詳細については、次の項を参照してください。

• VMware ESXiのサポート情報
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ハイパーバイザ NICの要件
ハイパーバイザでサポートされる NICの種類と NICの最大数は、どのリリースの Cisco IOS
XRを使用しているかによって異なります。一部のCisco IOSXRソフトウェアバージョンとハ
イパーバイザは、VMの電源を切ることなくNICを追加および削除できる機能もサポートして
います。この機能は、NICのホット追加/削除と呼ばれます。

この表に、それぞれの VMインスタンスでサポートされる NICを示します。

表 2 : Cisco IOS XRv 9000ルータの NICサポート

6.0.x、6.1.x、6.2.x、6.3.x、6.4.x、6.5.x5.4Cisco IOS XRリリース

VMware ESXi

E1000、トラフィックインターフェイ
ス専用の VMXNET Generation 3
（VMXNET3）。

E1000サポートされる NICの種
類

11（管理用に1つ、2つは予約済み、ト
ラフィック用に 8つ）

11（管理用に1つ、2つは
予約済み、トラフィック

用に 8つ）

VMインスタンスあたり
の最大 NIC数

非対応非対応NICのホット追加/削除の
サポート

非対応非対応Single Root I/O
Virtualization（SR-IOV）
のサポート

KVM

VirtIO、ixgbe/ixgbevfVirtIO、ixgbe/ixgbevfサポートされる NICの種
類

11（管理用に1つ、2つは予約済み、ト
ラフィック用に 8つ）

11（管理用に1つ、2つは
予約済み、トラフィック

用に 8つ）

VMインスタンスあたり
の最大 NIC数

非対応非対応NICのホット追加/削除の
サポート

非対応非対応Single Root I/O
Virtualization（SR-IOV）
のサポート

KVM環境の Cisco IOS XRv 9000ルータでサポートされる物理 NICの詳細については、KVM
のインストール要件の項を参照してください。
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Cisco IOS XRv 9000ルータとハイパーバイザの制限事項
Cisco IOS XRv 9000ルータには次の制限があります。

• Cisco IOS XRv 9000ルータインターフェイスの帯域幅はすべての仮想化インターフェイス
に関して、ハイパーバイザの物理 NIC帯域幅に関係なく、デフォルトで 1 GBです。

• Cisco IOS XRv 9000ルータが仮想化されたインターフェイス（物理パススルーではない）
を使用しており、そのインターフェイスが物理ルータに直接接続されてそのルータの接続

インターフェイスがダウンした場合、その変化は Cisco IOS XRv 9000ルータには反映され
ません。これは、Cisco IOS XRv 9000ルータが実際にはハイパーバイザの vSwitchに接続
され、vSwitchのアップリンクポートがルータの物理インターフェイスに接続されている
からです。これは想定されている動作です。

• Cisco IOS XRv 9000ルータは、最大 9216バイトまでの範囲のMTUを提供します。ただ
し、VMWare ESXi vSwitchesは最大 9000バイトのフレームサイズをサポートします。

Cisco IOS XRv 9000ルータを使用した仮想化のメリット
Cisco IOS XRv 9000ルータは、仮想化による次のメリットをクラウド環境で実現します。

表 3 :仮想化のメリット

説明利点

Cisco IOSXRv9000ルータは仮想マシン上で動
作するため、仮想化プラットフォームでサポー

トされている任意のx86ハードウェアでサポー
トされます。

ハードウェアへの非依存性

Cisco IOSXRv9000ルータで使用されるリソー
スはハイパーバイザによって管理されており、

VM間で共有できます。VMサーバが特定の
VMに割り当てるハードウェアリソースの量
は、サーバ上の別の VMに再割り当てできま
す。

リソースの共有

サーバ間で容易に VMを移動できます。した
がって、ある物理的な場所にあるサーバから

別の物理的な場所にあるサーバに、ハードウェ

アリソースを移動せずに Cisco IOS XRv 9000
ルータを移動できます。

導入の柔軟性
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Cisco IOS XRv 9000ルータアーキテクチャ：ハードウェア
プラットフォームとの相違点

従来のシスコハードウェアルータプラットフォームとは異なり、Cisco IOS XRv 9000ルータ
は、x86マシン上で個別に実行される仮想ルータです。その結果、Cisco IOS XRv 9000ルータ
アーキテクチャには、ハードウェアベースのルータプラットフォームとの違いをもたらす独

自の属性があります。

次の表で、Cisco IOS XRv 9000ルータがCisco ASR 9000シリーズルータと異なる重要な分野を
比較します。

表 4 : Cisco IOS XRv 9000シリーズルータアーキテクチャと Cisco ASR 9000シリーズルータとの相違点

Cisco IOS XRv 9000シリーズCisco ASR 9000シリーズ機能

1つの RPと 1つの LCの組み合わせで
構成される一元化されたルーティング

システム。仮想化プラットフォームで

あるため、LCやファブリックはありま
せん。

1つの RPと複数の LCで
構成される分散ルーティ

ングシステム。複数のLC
はファブリック経由で相

互接続されます。

分散ルーティング

アーキテクチャとして、コントロール

プレーンとデータプレーンの分離をサ

ポート。データプレーンOIRをサポー
トします。

コントロールプレーンと

データプレーンが同一

シャーシに配置。

コントロールプレーンと

データプレーンの分離

ラインインターフェイスは RP上にホ
ストされます。ラインインターフェイ

スの名前は、特定のタイプのインスタ

ンスを表します。たとえば、Tenge
0/0/0/0は Tengeインターフェイスの最
初のインスタンスです。

ラインインターフェイス

は LC上にホストされま
す。ラインインターフェ

イスの名前は、シャーシ

内のインターフェイスの

場所を示します。たとえ

ば、Tenge 0/0/0/0は、LC
スロット 0の最初のポー
トです。

インターフェイス名

サポート対象外1つの論理ルータとして、
ASR9000ルータのクラス
タをサポートします。

クラスタ

サポート対象外サテライトインターフェ

イスをサポートします。

サテライトインターフェ

イス
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Cisco IOS XRv 9000シリーズCisco ASR 9000シリーズ機能

サポート対象外アクティブおよびスタン

バイ RPをサポートしま
す。

コントロールプレーンの

冗長性

メモリとCPUはインストール中に動的
に割り当てることができます。

リソースは固定されてい

ます。

動的なリソース割り当て

メモリとCPUはVMプロビジョニング
中に割り当てることができますが、変

更を適用するには再起動する必要があ

ります。

ハードウェアプラット

フォームのアーキテク

チャによって管理されま

す。

物理リソース

• VGAコンソール

•シリアルポート（デフォルト）

物理シリアルポートサポートされているコン

ソールタイプ

Cisco IOS XRv 9000は ROMMONを含
みませんが、GRUBを使用して、類似
してはいるもののより制限された機能

を提供します。

サポートありROMMON

サポート対象外サポートありISSU

サポート対象外プラグ着脱可能なイン

ターフェイスモジュール

のインストールをサポー

トします。

インターフェイスモ

ジュール

サポートあり。ただし、VMをリロー
ドする必要があります。

VMware ESXiおよび KVM環
境のインターフェイスを追加

または削除する前に、VMの
電源をオフにしてください。

（注）

サポートありポートの動的な追加/削除

プラットフォームおよびシスコソフトウェアイメージの

サポート情報
シスコのソフトウェアには、特定のプラットフォームに対応したソフトウェアイメージで構成

されるフィーチャセットが含まれています。特定のプラットフォームで使用できるフィーチャ

セットは、リリースに含まれるシスコソフトウェアイメージによって異なります。個々のリ

リースで使用できるソフトウェアイメージのフィーチャセットを特定したり、特定の Cisco
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IOS XRソフトウェアイメージで機能が使用できるかどうかを確認したりする場合は、Cisco
Feature Navigator、Software Advisor、またはソフトウェアのリリースノートを参照してくださ
い。

Cisco Feature Navigator
CiscoFeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。CiscoFeatureNavigatorを使用すると、特定のソフトウェアリリース、
フィーチャセット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS XRソフトウェアイ
メージを判別できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするのに、Cisco.comのアカウント
は必要ありません。

Software Advisor
ある機能が特定の Cisco IOS XRリリースでサポートされているかどうかを確認する場合、そ
の機能に関するソフトウェアマニュアルを検索する場合、またはルータにインストールされて

いる Cisco IOS XRソフトウェアの最小要件を確認する場合は、Cisco.comの Software Advisor
ツールを使用できます。このツールにアクセスするには、Cisco.comの登録ユーザである必要
があります。

ソフトウェアリリースノート

Cisco IOS XRソフトウェアリリースノートには、次の情報が含まれます。

•プラットフォームサポート

•メモリに関する推奨事項

•新機能

•重大度 1および 2の未解決および解決済みの注意事項

リリースノートには、最新のリリースに固有の情報が記載されています。これらの情報には、

以前のリリースに記載済みの機能に関する情報が含まれていないことがあります。機能の累積

的な情報については、Cisco Feature Navigatorを参照してください。

詳細については、『Cisco IOS XRv 9000 Router Release Notes』ページを参照してください。

VMware ESXiのサポート情報
Cisco IOS XRv 9000ルータは、VMware ESXiハイパーバイザで実行されます。1つの VMware
ESXiハイパーバイザを使用して複数の VMを実行できます。VMを作成して管理するには、
VMware vSphere Client GUIを使用します。

VMware vSphere ClientがVMware vCenter Server VMを作成、構成、管理するためのアプリケー
ションです。Cisco IOS XRv 9000ルータは、データストアにある仮想ディスクから起動できま
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す。VMware vSphere Clientを使用して、Cisco IOS XRv 9000ルータの起動やシャットダウンな
どの基本的な管理作業を実行できます。

VMware vCenter Serverは、vSphere環境を管理し、単一のコンソールからデータセンターのす
べてのホストと VMを統合管理できます。

この表は、Cisco IOS XRv 9000ルータでサポートされている VMware仮想マシンのベンダー
ツールを示しています。

表 5 : VMware仮想マシンの要件

サポートされている vSwitchサポートされているツールと

要件

Cisco IOS XRv 9000

VMware標準および分散スイッ
チ

VMware vSphere Client 5.5また
は 6.0を実行する PC

VMware ESXi 6.7以降のバー
ジョンを実行しているサーバ

VMware vCenterインストール
ツール

リリース 7.3.1

サポートされている VMware機能と操作
VMwareでは、仮想アプリケーションを管理したり、複製、移行、シャットダウン、復帰など
の操作を実行したりするためのさまざまな機能と操作がサポートされています。

これらの操作の一部では、VMの実行時状態が保存され、再起動時に復元されます。実行時状
態にトラフィック関連状態が含まれていると、実行時状態を回復したり再生したりするとき

に、ユーザコンソールに追加のエラー、統計情報、メッセージが表示される場合があります。

設定のみに基づいて回復される保存状態の場合は、これらの機能と動作を問題なく使用できま

す。

この表は、Cisco IOS XRv 9000ルータの Cisco IOS XRソフトウェア最新リリースでサポートさ
れているVMware機能と操作を示しています。VMware機能と操作の詳細については、VMware
のドキュメンテーションを参照してください。

表 6 :サポートされている VMware機能と操作：ストレージオプション（vCenter Serverと vSphere Clientの両方）

説明ステータスエンティティ

ローカルストレージは ESXiホスト内にあ
る内部ハードディスクにあります。ローカ

ルストレージデバイスは複数ホストにまた

がる共有をサポートしません。ローカルス

トレージデバイス上のデータストアは1台
のホストによってのみアクセスできます。

サポートありローカルストレージ
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説明ステータスエンティティ

外部ストレージ、つまり、ストレージエリ

アネットワーク（SAN）に Cisco IOS XRv
9000ルータを展開できます。

サポートあり外部ストレージター

ゲット

Cisco IOS XRv 9000ルータにUSBスティッ
クを接続し、ストレージデバイスとして使

用できます。VMwareESXiでは、Cisco IOS
XRv 9000ルータに USBコントローラを追
加してディスクデバイスを割り当てる必要

があります。

サポート対象外USBストレージのマウ
ントまたはパススルー

次の表は、Cisco IOSXRソフトウェア最新リリースでサポートされている（またはサポートさ
れていない）機能を示しています。

表 7 :サポートされている VMware機能および操作：一般機能（vCenter Serverのみ）

説明ステータスエンティティ

仮想マシンまたはテンプレートを複製した

り、仮想マシンをテンプレートに複製した

りできます。

サポートあり複製

データストレージがまだ共有ストレージの

同じ場所にある間でも、仮想マシンの状態

全体および必要に応じた設定ファイルが新

しいホストに移動されます。

サポート対象外移行

VMの実行中に、ある物理サーバから別の
物理サーバに VMを移動できます。

サポート対象外VMotion

テンプレートを仮想マシンとして複製する

ことにより、テンプレートを使用して新し

い仮想マシンを作成します。

サポートありテンプレート

この表は、vCenter Serverと vSphere Clientの両方の Cisco IOS XRソフトウェア最新リリースで
サポートされている VMware機能と操作を示しています。

表 8 :サポートされている VMware機能と操作：操作（vCenter Serverと vSphere Clientの両方）

説明ステータスエンティティ

仮想マシンの電源を投入し、ゲストオペレー

ティングシステムがインストールされてい

ればゲストオペレーティングシステムを

ブートします。

サポートあり電源オン
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説明ステータスエンティティ

電源が再度オンになるまで仮想マシンを停

止します。電源オフオプションは、「強制」

電源オフを行います。これは、物理マシン

の電源コードを引き抜くことに相当し、常

に機能します。

サポートあり電源オフ

シャットダウン（「安全な」電源オフ）は、

VMwareツールを使用してゲストオペレー
ティングシステムのグレースフルシャット

ダウンを実行します。特定の状況（VMware
ツールがインストールされていない場合や、

ゲストオペレーティングシステムが停止し

ている場合など）では、正常にシャットダ

ウンできないことがあり、電源オフオプショ

ンを使用する必要があります。

サポート対象外シャットダウン

仮想マシンを一時停止します。サポート対象外一時停止

仮想マシンを停止し、再起動（リブート）

します。

サポートありリセット/再起動

OVFパッケージは自己完結型パッケージに
仮想マシンの状態をキャプチャします。ロー

カルコンピュータにエクスポートしてOVF
ファイルを作成できます。

サポートありOVFの作成

1つの .ovaファイルに OVFテンプレートを
パッケージングする単一ファイル（OVA）
です。これにより、OVFパッケージを明示
的にWebサイトからダウンロードするか
USBキーを使用して持ち運ぶ必要がある場
合に、OVFパッケージを単一のファイルと
して配布できるようになります。

サポートありOVAの作成

この表は、Cisco IOSXRソフトウェア最新リリースでサポートされているVMware機能と操作
（ネットワーク機能）を示しています。

表 9 :サポートされている VMware機能と操作：ネットワーク機能

説明ステータスエンティティ

vCenter Serverと vSphere Clientの両方から。
仮想ネットワークアダプタのMACアドレ
スを手動で設定できます。

サポートありカスタムMACアドレ
ス
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説明ステータスエンティティ

vCenter Serverからのみ。vCenter Serverデー
タセンター上の 1台の vSphere分散型スイッ
チで、データセンターのすべての関連ホス

トに対するネットワークトラフィックを処

理できます。

サポートあり分散 vSwitch

ホスト間の自動ロードバランシングを提供

します。

サポート対象外分散リソーススケ

ジューラ

vCenter Serverと vSphere Clientの両方から。
ロードバランシングポリシーとフェール

オーバーポリシーにより、アダプタが故障

した場合に、アダプタ間でネットワークト

ラフィックを分散する方法と、トラフィッ

クを再ルーティングする方法を指定できま

す。

サポート対象外NICロードバランシ
ング

vCenter Serverと vSphere Clientの両方から。
各仮想スイッチが NICチームを形作る 2個
のアップリンクアダプタに接続する環境を

セットアップできます。これにより、NIC
チームでは、メンバーの一部または全体を

またがって、物理ネットワークと仮想ネッ

トワーク間のトラフィックの負荷を共有す

るか、ハードウェア障害やネットワーク障

害の発生時にパッシブフェールオーバーを

提供します。

NICチーミングにより、多数の
ARPパケットが Cisco IOS XRv
9000ルータにフラッディングし、
CPUが過負荷になるおそれがあり
ます。この状況を回避するには、

ARPパケットの数を減らし、アク
ティブ-アクティブではなく、アク
ティブ-スタンバイとしてNICチー
ミングを実装します。

（注）

サポート対象外NICチーミング
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説明ステータスエンティティ

vCenter Serverと vSphere Clientの両方から。
vSwitchはレイヤ 2物理スイッチの仮想化
バージョンです。vSwitchでは、仮想マシン
間でトラフィックを内部的にルーティング

でき、外部ネットワークにリンクできます。

vSwitchを使用すると、複数ネットワークア
ダプタの帯域幅を組み合わせ、このアダプ

タ間で通信トラフィックを分散できます。

物理 NICフェールオーバーを処理するよう
に vSwitchを設定することもできます。

サポートありvSwitch

この表は、Cisco IOSXRソフトウェア最新リリースでサポートされていないVMware機能およ
び操作（ハイアベイラビリティ）を示しています。

表 10 :サポートされていない VMware機能および操作：ハイアベイラビリティ

説明ステータスエンティティ

オペレーティングシステムの障害をモニタ

するために、VMレベルのハイアベイラビ
リティでは、VMwareハイアベイラビリティ
クラスタのハートビート情報をモニタしま

す。ユーザ指定の間隔までに、指定した仮

想マシンからハートビートが受信されてい

ないと、障害が検出されます。VMレベルの
ハイアベイラビリティは、VMware vCenter
Serverを使用して VMのリソースプールを
作成することによって有効化されます。

サポート対象外VMレベルのハイア
ベイラビリティ

物理サーバをモニタするために各サーバ上

のエージェントでは、ハートビートが失わ

れたときに、リソースプール内の他のサー

バにある影響を受けるすべての仮想マシン

の再起動を自動的に開始できるように、リ

ソースプール内の他のサーバとのハートビー

トを維持します。ホストレベルのハイアベ

イラビリティは、サーバまたはホストのリ

ソースプールを作成し、vSphereでハイア
ベイラビリティをイネーブルにすることに

よってイネーブルになります。

サポート対象外ホストレベルのハイ

アベイラビリティ
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説明ステータスエンティティ

ハイアベイラビリティを使用することで、

ESXiホストの耐障害性が有効になります。
Cisco IOSXRv 9000ルータを実行するVMの
耐障害性を有効にすると、クラスタ内の別

のホストにセカンダリVMが作成されます。
プライマリホストが停止すると、セカンダ

リホストの VMが Cisco IOS XRv 9000ルー
タのプライマリ VMを引き継ぎます。

サポート対象外耐障害性

Cisco IOS XRv 9000ルータは、アクティブ/スタンバイコントロールプレーン冗長性をサポー
トしていません。

（注）

OpenStackでの KVMのサポート
Cisco IOSXRv 9000ルータでは、OpenStack環境でのKVMのインストールがサポートされてい
ます。OpenStackでのサポートには、Cisco.comのダウンロードページから入手可能な qcow2
インストールファイルが必要です。

サポートされている OpenStackおよび Red Hat Enterprise Linuxバージョンの詳細については、
最新の Cisco IOS XRソフトウェア向け Cisco IOS XRv 9000ルータリリースノートを参照して
ください。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/virtual-routers/xrv9k-6-0/general/notes/xrv9k-rn-6.html
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